














































































































































































































































































































































































































































































1 ? ? ? ?
あまり ?ｭしは ?ｩなり ??墲ﾉ ?≡ｹ 
信頼していない ?M頼している ?M頼している ?M頼している 
全体 N＝291 ?x数 ? ?4 ?33 ?03 ? 
％ ?．0 ?5．1 ?5．7 ?5．4 ?．7 
父親 N＝128 ?x数 ? ?5 ?1 ?3 ? 
％ ?．6 ?1，7 ?9．8 ?1．4 ?．5 
母親 N＝162 ?x数 ? ?9 ?1 ?0 ? 
％ ?．6 ?7．9 ?E50．0 ?0．9 ?．7 
表5　気軽に子どもを預ける人の有無
全体　N＝291 ?父親　N＝128 ?母親N＝162 
度数 ???x数 ???x数 ??
いる ?02 ?9．4 ?1 ?1．0 ?10 ?7．9 
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図2　子育てにおいて抱える問題の解決方法（％，多重回答）
まざまな人や情報源を問題解決に利用していると
言えるだろう。この点に関し，父母間で異なる特
徴として，X二乗検定の結果，母親は父親よりも，
「親・きょうだい」（X2（1）＝13．327，p〈．01），「友
人・ママ友」（X2（1）＝66．814，p〈．01），「専門家」
（X2（1）＝50．770，p〈．01），「本・雑誌」など（X2
（1）＝7．315，p〈．05）の人や情報源を問題解決に利用
している割合が有意に高かった（図2）。
以上のデータ分析の結果，父母共に子育てにお
いて抱える問題として「子どもの病気・怪我」や
「子どもの育て方」など　直接子どもに関連する
ことを問題として多く挙げていたが，「自分自身
の問題」，「夫婦間の問題」，「ママ友などの対人関
係」など　親自身のことや子どもを巡る対人関係
については，概ね問題がないと感じていることが
示された。しかしながら，その感じ方には父母間
に大きな違いがみられ，父母間で「一番のお困り
ごと」として最も問題と感じていることに違いが
あるだけでなく，父親は子育ちのさまざまな問題
に対して，それほど問題視しておらず，問題を感
じた際には「パートナー」頼みの面が強いのに対
し，母親は父親よりも多くの側面で問題を感じて
いることが明らかとなった。特に母親からは，子
育てを取り巻くさまざまな人からのアドヴァイス
を求めたりするなど　よりよい育児を求めようと
多方面にアクセスする姿勢が読み取れるのではな
かろうか。
このように父母間に感じ方の差があるとはいえ，
多くの父母が「パートナー」と協同しつつ，信頼
しあって育児を行っており，また多くの方が気軽
???? ???
?」?????
????
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に子どもを預ける先を持っていることからも，子
育ちを支える環境が概ね整っているものと考えら
れる。
5．総合考察
本研究では，「子育ち」の課題を抱える地域に
対して，心理学科を有する大学がいかなる実践的
な心理学的介入を行うことが可能かを検討する目
的で，その基礎資料として子育て期の地域住民が，
「子育ち」に関係するどのような問題に困ってい
るのか，そしてその解決方法としてどのような人
（家族・知人・専門家）および情報源（本・雑
誌・インターネットなど）を利用しているのか，
について実態を調査した。
今回の調査対象者は，保育園に子どもが通園中
あるいは入園を希望する養育者であり，特に共働
きを・しながら子育てをしている世帯の特徴を知る
上で有効な対象であったと言えよう。調査の基礎
的分析から，就学前の子どもを子育てしている人
びとが，パートナーや家族をはじめ知人や専門家
などの相談資源から多様なサポートを得つつ，さ
らによりよい「子育ち」の環境を求めている姿が
浮かび上がったと言えよう。そして，その求め方
は，父母の違いによって異なっていた。すなわち，
同じ共働きの世帯であっても，母親の方が子育て
における多くの側面について，父親よりも問題と
感じている割合が高く，また，その解決方法とし
てもパートナーはもちろん，その他の家族や友人
知人，専門家，本やインターネットなどの多方面
の情報にアクセスしていることが明らかとなった。
子育ちのコミュニティカの低下や子育て文化継承
の課題が指摘されていることを鑑みると，この結
果は，特に子育て期の母親が問題解決のために多
方面の人や情報にアクセスせざるを得ない状況に
おかれていることを示しているとも言えるだろう。
巷間，育児情報や育児マニュアルなどは数多く存
在しているものの，氾濫する情報の中で真に有用
で信頼できる情報を得ることは，なかなか困難で
あるかも知れない。その意味で，地域住民の方々
に有益な子育て情報を提供することに関し，大学
が持つ社会，発達，臨床などの心理学の知見や人
的資源は十分に有用性を持ちうるものであり，地
域コミュニティへの心理学的な介入が大学に求め
られているとも言えるのではなかろうか。そして
今後より具体的に心理学的な介入を検討するため
には，家庭，学校，地域の特徴をさらに明らかに
するべく，子どもが幼稚園や小学校に通っている
世帯を対象としたり，あるいは子どもを持つ前の
夫婦をも対象にするなど　調査対象の幅を広げ，
より深く地域の特徴とニーズを検討する必要があ
ろう。
大学の近隣地域においては，すでに多くのNPO
を含め公的私的な子育て支援組織が活動している
が，本研究の基礎的データの分析を元に，「子育
ち」に関連する諸専門家間の橋渡しをするような
情報を共有できる場として，たとえばシンポジウ
ムの開催などが大学の今後の地域貢献に求められ
ている課題と言えるのかも知れない。それら具体
的な手段を検討する上でも，「子育ち」の環境が，
どのように育児観と関連しているのかなど本論で
は紙幅の関係で触れていない諸問題について，こ
のデータを元に今後さらなる分析を通じて探求す
る必要があろう。
いずれにしても今後も本研究を継続しさらに発
展させることをもって，地域市民の方々とさまざ
まな支援機関を橋渡しできるよう，「子育ち」コ
ミュニティの再生に向けて，今後もプロジェクト
を継続してゆきたい。
注記：本論文は第50回日本社会心理学会での発
表（田中・泊・西河ら，2009）（8）に加筆修正した
ものである。
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